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In this paper, I propose an educational system for assembly language and computer architecture by using 
effective visualization method. The System allows students to study assembly program technique and internal 
structure and behavior of computer visually. Current educational system has a problem that visualization of 
control structures and data structures. The system supports it and necessary function such as editor, debugger, 
tracer, and profiler which reference current educational system. 



































らかにする. そのために, 既存の COMETⅡCASLⅡシステ
ムと先行する教育支援システムを調査・比較した. 調査
したシステムの一覧表を次頁に示す.  

















表 1. 調査対象システム一覧 
1 CaslBuilder 
2 WCASL-Ⅱ 
3 Casl2 Visible Inside 
4 CASL2シミュレータ 
5 ドリームキャスル 
6 中身が見える Caslxxxx 
7 CASL2 cmd 
8 CASL2する? 
9 キャッスルシミュレータ 
10 CASL & COMET Simulator 
11 CCaslⅡ 
12 CASL2000 for Windows95,98/NT 4.0 
13 EduCasl 
14 Hello CASLⅡ 




























































集できる. そのために 2 種類のコンパイラを用意する. 
言語の仕様を忠実に実現したプログラムを対象としたも


















と javascipt で作成する. 使用するテクノロジーを以下
に示す. 
表 2. 使用するテクノロジー一覧 
テクノロジー 概要 
Spring Boot アプリケーションフレームワーク 
JavaFX 8 Javaベースの UIプラットフォーム 
ControlsFX JavaFXの外部ライブラリ 
JFoeniX JavaFXの外部ライブラリ 





提 案シス テムは Java と Javascript で記 述さ

















ことが可能である(Ctrl + Space により切り替え可能). シ
ンタックスハイライトに関しては命令系, リテラル, コ
















図 3 デバッグモードの通常画面 
 
a）実行 





















プログラムレジスタ PR とスタックポインタ SP をオペ
ランドとして使用できる. また, プログラマがマクロ命
令を定義できる. 以下にマクロ命令のシンタックスを拡












































汎用レジスタと主記憶及びスタックは 2 進数や 10 進数, 
16 進数の中からからユーザが選択した位取り記数法で提
示する. 表現形式に関しては, 符号付表現, 符号無表現, 






ンブラ命令(DC DS)やマクロ命令(IN, OUT, RPUSH, 
RPOP), ラベル, リテラルに割り当てられた番地となる
命令)に対しては, 二語目の番地の内容を注釈する. スタ

































$LABEL  MUL $1,$2,$3 
$LABEL.LOOP SRL $2,=1 
  JOV $LABEL.ONE 
  JUMP $LABEL.ZERO 
$LABEL.ONE ADDL $3,$1 
$LABEL.ZERO SLL $1,1 
  AND $2,$2 
  JNZ $LABEL.LOOP 
MEND 
EX3  START 
  LAD GR1,3 
  LAD GR2,4 
  XOR GR3,GR3  
TEST  MUL GR1,GR2,GR3 
  RET 
  END 






したものは, アドレスバス, データバス, 制御バス,内部
バス, メモリアドレスレジスタ, メモリデータレジスタ, 
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